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自己評価及び外部評価結果

作成日

確定日

【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号

法人名

事業所名

サービス種類

所在地

自己評価作成日

【事業所基本情報】

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所在地

訪問調査日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

株式会社 ケア・ウィル

入居者個々に応じて対応し、本人の残存能力の維持を大切にしている。居室や共有スペースなどは、入居
者がくつろぎ、"ほっこり"できることを第一に考えて工夫されているのが随所にみられる。また、「生活リハビ
リ」を大切にし、排泄の支援はできるだけトイレ誘導を行い、入居者の足腰の弱りを防いでいる。食事介助で
はできる限り自分の力で食されるように、職員は見守りながらさりげなく介助するなど、自立にむけ取り組ん
でいる。車椅子を使用していた方が、ホームで生活する中で自力で歩けるようになった事例もある。提携医
療機関との連携もとれており、家族も安心できる環境になっている。家族の訪問は多く、家族アンケートから
も、家庭的で本人の気持ちを尊重したケアが提供されていることがうかがえる。管理者をはじめ職員のチー
ムワークは良く、「職員が楽しくないと入居者は楽しくない」という意識を共通認識として持っており、職員同
士が和気あいあいとした雰囲気のなか、相手を思いやる気持ちがケアにも活かされている。また、入居者に
楽しい時を過ごしてもらいたいと、個別支援に力をいれている。

平成22年5月25日 評価結果市町村受理日

介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合 http://www.osaka-fine-kohyo-c.jp/kaigosip/Top.do

愛知県名古屋市中村区則武1-13-9　チサンマンション第三名古屋1109号

平成22年6月29日

家庭的な雰囲気の中で生活していただくことを目指しています。調理・洗濯・掃除などの家事をする家事リハ
ビリや、利用者様一人一人の状態に合わせた生活リハビリを通し、ご本人様がそれぞれ　生活の目的・目標
を持っていただけるようなグループホームにしています。

平成22年9月2日

情報提供票を活用する場合

平成22年7月16日

2791600147

たのしい家南千里（ユニット1）

認知症対応型共同生活介護

吹田市高野台1-6-2-101　千里高野台ハイツ1F

平成22年7月23日

株式会社　ケア21

1 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密
に取り、事業所の実情やケアサービ
スの取組みを積極的に伝えながら協
力関係を築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域
密着型サービス指定基準及び指定地域
密着型介護予防サービス指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」
を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束しないケアに取り組ん
でいる

5 4

6 5

Ⅰ．理念に基づく運営

3

4 3

11

研修を通して、学習し
た内容は地域の方に情
報として伝えている。
地域の方に運営推進会
議に参加していただき
認知症についての説明
を行っている。

運営推進会議を２ケ月
に1度開催し、そのとき
に利用者様の状態変化
などの説明をしてい
る。その中で助言など
を頂き、利用者様に
とってより良い生活が
送れるように生かして
いる。

安全上やむを得ず拘束を行わなけ
ればならない時は、職員で合議し
一番よい方法を導きだすよう提起
している。また、家族と相談し理
解を得た上で行い、状況は全て記
録に残し家族に開示している。ユ
ニット間の窓は施錠せずに自由に
行き来できるようにしているがそ
の他は安全上、常時施錠してい
る。入居者の抑圧感を緩和するた
め、まず初めにリビングの窓を開
錠したいと考えており、問題解決
に向け職員に提起し、必要性の是
非を話し合い、開錠という目標に
向け取り組んでいる。

開錠という目標に向け
て大切なのは、職員一
人ひとりが共通意識を
持ち取り組むことだと
考えられる。困難に遭
遇した場合の対策方法
等も含め、できること
から取り組んでいくこ
とに期待したい。

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

ご入居者様の個人を尊
重し自分らしい生活の
継続を、ご家族様、地
域と共に見守り　支援
し　いつも笑い声の絶
えないグル－プホーム
を目指しています。法
人、事業所理念を掲示
し常にスタッフが再確
認しながら従事してい
ます。

日常的に散歩などを湯
して地域の方との交流
を持っています。また
地域の行事に参加する
ように努めています。

2 2

身体拘束の研修を全て
の職員が研修し、理解
を深めています。その
上で、安全面を優先し
なければならない場合
など、事前に家族様に
了解を得て対応するこ
ともあります。また環
境面の事もあり施錠を
しています。

地域包括支援セン
ター、社会福祉協議
会、認定調査委員など
からの情報やアドバイ
スなどを頂き協力関係
を築くように努力して
いる。

地域密着型サービスの
意義や役割などを、職
員一人ひとりが理解し
た上でケアに取り組む
ことにより、ホームの
目指すものが職員に
とってより身近なもの
になると考えられる。

開設して1年のホームで
あり、地域社会との繋
がりの中で、入居者が
その人らしく暮らし続
けることを支援するた
めに、地域との協力体
制など地域に開かれた
存在となるよう今後の
取り組みに期待され
る。

管理者を始め、職員全員が入居者
が一番という思いの中で、楽しく
落ち着いた自分らしさを保ち続け
られる援助をしたいと取り組んで
いる。この思いは、管理者が常々
日常の援助やミーティングの中
で、意識づけを行いケアに反映さ
れている。

地域との関係性の大切さを認識
し、まずは地域の人にホームを
知ってもらうことが大切と考え、
散歩や外出時には地域の方と挨拶
を交わし、顔馴染みの関係を築く
よう努めている。近所や自治会等
に働きかけ、ふれあい喫茶や体操
などにも参加して、徐々にではあ
るが地域との交流ができている。
地域の方から介護についての相談
などもあり、丁寧に対応してい
る。

入居者代表、家族、民生委員、商
店街会長、地域包括支援センター
職員、本部職員、ホーム職員等の
メンバーで2カ月に１回の会議を
開催している。会の中では入居者
の状況を写真で紹介したり、行事
報告等をしている。また、家族の
要望などあれば、カンファレンス
の中で話し合い改善に努めてい
る。入居者にも自分の思いを話し
てもらっている。

入居者が参加すること
は社会参加に繋がり、
地域の方の協力により
ホームの枠だけにとら
われない活動の広がり
が生まれる。地域資源
の一つとしてホームの
役割を地域に還元する
等、地域で支え合う
ネットワークとして今
後の発展に期待され
る。

書類関係で出向いて行った時など
に市の行事や、ボランティアの情
報などを聞いたりしている。ま
た、近隣からの相談に関する情報
交換を行ったりと市の担当者とは
良い関係を保っている。

2 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑問
点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

117
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毎月、新聞形式で入居者の体調や
日々の暮らしぶりを写真等を交え
て知らせしている。多くの家族に
参加してもらるよう運営推進会議
の案内を全員にしている。会議で
出された要望や苦情は早急に対応
している。家族の来訪は多く、日
頃の家族とのやりとりを大切に
し、言いやすい環境づくりに努め
ている。また、意見箱を設置して
いる。

106

会社は努力した者には
報われる図式を整えて
いる。
変則勤務のため大変だ
が希望休・有給・季節
休等とりやすい環境に
努めている。

勤務調整を行い、社内
外の研修に参加しやす
い環境に努めている。
研修・受験の資格のあ
る職員には参加を促
し、スキルアップにつ
ながるよう配慮してい
る。

9

虐待防止は、全ての職
員に対し研修し、一人
ひとり理解を深めてい
ます。また、　利用者
様一人ひとりの尊厳に
ついても努力する様努
めています。

現在、入居者様が成年
後見制度の活用をして
います。また、社会福
祉士の資格をもつ職員
も１名おり、他の職員
も理解を深める様にし
ております。

契約時には、会社・事
業所の理念、運営方
針、金銭面などを充分
に説明し納得頂ける様
努めています。また、
誤った理解のないよう
必要に応じて何度でも
せつめいした上で、契
約を行っています。

ミーティングの中で、管理者は基
本的に職員からの意見を出しやす
いように議題を提起し、職員間で
の話し合いの時間を重んじ、職員
のケアに関するモチベーションを
高めている。ユニット間での職員
の異動はあるが、また、法人内で
の異動も考えられるが、そのこと
により不穏な状況になりやすい時
は、さらに細かい観察を行い、入
居者の不穏のシグナルを見逃さな
いよう職員間で情報を共有してい
る。

家族様との連絡を密に
し、また運営推進会議
に出席していただき意
見、要望を出していた
だいています。

管理者は、月１回の施
設会議を開き職員と意
見・提案を反映してい
る。
常に意見・要望が言え
る環境にし反映させる
よう努めている。

3 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業者と
交流する機会を作り、ネットワーク
づくりや勉強会、相互訪問等の活動
を通じて、サービスの質を向上させ
ていく取組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、
本人が困っていること、不安なこ
と、要望等に耳を傾けながら、本人
の安心を確保するための関係づくり
に努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、
家族等が困っていること、不安なこ
と、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階で、
本人と家族等が「その時」まず必要
としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係

 職員は、本人を介護される一方の立
場に置かず、暮らしを共にする者同
士の関係を築いている

○本人を共に支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方の立
場に置かず、本人と家族の絆を大切
にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

○馴染みの人や場の関係継続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れない
よう、支援に努めている

17

18

16

14

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

19

20

15

8

他施設の見学・情報交
換をし、施設作りに反
映させている。
地域の施設の交流会参
加予定。

入居時に、ご本人　ご
家族様　職員が協力
し、ご本人の生活を支
援して行きたいとお願
いしています。日頃か
ら現状をお話し、また
月に一度近況報告をし
ています

本人・家族様の不安・
要望・現況に沿った介
護ができるか判断しま
す。対応出来ない時は
他の施設を紹介しま
す。

本人が孤独にならない
よう気を配ります。人
生の先輩として尊厳
死、その人らしさを失
わないように支援しま
す。

日頃から何時でも面会
に来て頂けるようお願
いしています。生活
暦・趣味を聞き、馴染
みの所へ出掛けます。

本人・家族様の不安・
要望を重視したアセス
メントを行い、職員間
情報を共有し支援して
いる。

ホームを見学して頂き
施設の雰囲気を感じて
いただき、面接・契約
時に現状・困っている
事・希望等をお聞きし
ます。

家族の面会や友人、知人の訪問も
ある。また、近所の散歩やホーム
で買い物に行ったりする時に一緒
に車で出かけたりしている。行事
として車で近くへ花見に出かけた
りしている。入居者のその時の様
子や言葉などは日々の記録の中に
反映され、職員間で共有してい
る。

4 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いやりや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方、生活環境、これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身
状態、有する力等の現状の把握に努
めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気
づきや工夫を個別記録に記入し、職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生ま
れるニーズに対応して、既存のサー
ビスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る

21

22

239

2610

28
利用者様の現状に応じ
たサービスを紹介して
います。

25

家族から出た意見は会議で提示
し、職員に意見を出してもら、そ
の中で入居者にとって一番よい方
法をすりあわせて、介護計画に反
映している。入居者の状況や安全
面も含め、気づいた点はカンファ
レンスで話し合い、入居者の状態
に応じて介護計画を見直してい
る。

27

サービスが終了しても
交流はあります。依頼
があれば相談・支援を
したいと思います。

入居者同士が相互理解
できる様、孤立しない
様に職員が声掛け・雰
囲気作りに努めていま
す。

入居者がその人らしい生活が送れ
るよう、職員は本人の視点に立っ
て考え、入居者の声に耳を傾け、
表情や行動から察することができ
るよう努めている。入浴時など
は、1対1で接することから、コ
ミュニケーションの中で本人の思
いを聞いている。また、家族から
情報を得たり、日々のケアの中で
入居者の言葉をそのまま記録に残
し、思いを汲み取るようにしてい
る。

毎日の生活の中で利用
者様の様子、訴えを察
知します。職員で対応
を検討し、本人希望に
添った支援をします。

ご本人の生活暦や現状
を聞き、著しい環境の
変化がないように注意
します。

介護記録・職員間の申
し送りなどで、心身の
変化に注意していま
す。

何時でも必要時に、ご
本人の現状に応じ、職
員間の話し合い、家族
への説明、相談をし、
そのときのニーズに応
じた計画を立て直しま
す。

個別の介護記録や
チェック表を共通の情
報とし、重要なことは
口頭でも申し送りま
す。介護計画にも反映
します。

24
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実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大
切にし、納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援し
ている

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを、職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるよう支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療
できるように、また、できるだけ早
期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は、そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

3312

34

32

29

3011

入居時に終末期の希望
を、ご家族様・提携
医・施設の三者会談で
話し合います。現状が
変化する都度、三者で
話し合います。ご家族
様の意向を大事にして
います。

入居者様の緊急や事故
発生時のマニュアルが
あり、職員は初期対応
の研修を受けていま
す。

入居時にかかりつけ医の確認をし
ている。基本的には入居者、家族
の同意のもと、協力医療機関の医
師をかかりつけ医としている。月
2回提携医の往診があり、必要時
には医師の指示や往診が受けられ
るようになっている。他科の受診
が必要な時は、紹介状をお願いし
適切な診療を受けれるように支援
している。

入院中のご本人様に面
会したり、家族様と医
師の説明を聞き、退院
後の生活がスムーズに
できるようにしていま
す。病状によっては訪
看の協力を得、早期退
院に努力します。

31

地域との交流を深め、
地域の方々から行事・
催し物を紹介して頂き
参加しています。

重度化や終末期に向けた体制を整
えており、看取りの経験もある。
本人や家族の意向を踏まえ、医療
機関と連携を図り、安心して納得
した最期が迎えられるよう取り組
んでいる。また、状況に応じて本
人、家族の意思を都度確認しなが
ら、職員相互の連絡を密に取って
支援している。

入居時、ご本人・家族
様に提携医を説明し、
納得・了解して頂き月
２回の往診をお願いし
ています。他科の受診
が必要なときは紹介状
をお願いし、早急に適
切な診療を受けていま
す。

訪問看護師が週一回健
康管理をし、職員の中
に看護師を配置し常に
状況に応じ職員からの
相談や、提携医との連
絡を密にし病状の説明
をしています。
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実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプライ
バシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

39

食事は職員の手作りで
す。一部食器は好みの
物を持参して頂きま
す。個々の力量に合っ
た家事をして頂いてい
ます。季節感のある献
立を用意します。

１ヶ月に一度の訪問理
美容を利用し、整容に
努めています。外出時
の化粧、ナイトケアを
される方もいます。

4015

献立と食材は業者に委託し、栄養
バランスやカロリーに配慮されて
いる。調理や味付けは全職員が交
代で調理にあたり、工夫してい
る。後片付けやその他、できるこ
とを仕事として行っている入居者
もいる。使い慣れた箸、湯飲み、
食器は自分の物をを持ち込んでも
らっている。訪問時には、職員の
見守りや介助のもと、入居者がそ
の人に合った食べ方で食べている
姿が見られた。

37

入居者の尊厳を尊重し､プライド
をきずつけないような対応を心が
けている。管理者はケアの中で、
職員が入居者に接する態度や言葉
遣いに関して、気づいた時に随時
指導している。入居者との会話も
慣れあいにならないように注意し
ている。排泄については声かけを
できるだけ行いトイレに誘導して
いる。

38

3614

3513

消防署の協力を得て立
会いのもと年２回の消
防訓練を実施していま
す。緊急時のマニュア
ルを職員に周知してい
ます。

年に2回避難訓練を行っており、
その内1回は、夜間時を想定した
訓練を実施した。訓練では、鍋を
たたいて音を出して入居者に知ら
せ、職員の緊急連絡網を実践し
た。実践を通して、怖さを体感す
ることができ、気づきや反省点が
みえた。緊急時のマニュアルは職
員に周知徹底されてる。

近隣の方、マンション
の人々など、地域ぐる
みで取り組むことがで
きるよう、地域との連
携、協力体制づくりに
期待したい。また、災
害時に備えて、食料、
飲料水、防災用品等の
準備についても検討さ
れたい。

個々の生活リズムに
合った対応に心掛けて
います。個々に合った
催し物を探して参加し
ます。

入居者様の尊厳を尊重
し、プライドを傷つけ
るような対応をしない
ように心掛けていま
す。職員は個人情報関
連の研修を受講してい
ます。

職員は利用者様が自分
の思いを話せる雰囲気
作りに努めています。
その思いを極力実行す
るよう努力します。
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実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄パター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

42

4316

46

44

4517

41

薬を変更がある時は連
絡ノート、口頭での申
し送りと間違いのない
ように注意していま
す。服薬時は必ず
チェックし、内服表に
サインをします。職員
は服用薬の効能を把握
しています。

食事量のチェック、水
分量のチェックを行
い、それぞれの状態に
合わせた形態にし、
個々の好みに対応して
います。

各人の能力に合わせて
声掛け・介助を行い、
毎食後に口腔ケアをし
ています。また、状態
の悪い方は週１回の訪
問歯科医による診療を
受けています。

入居者様一人ひとりの
排泄パターンの把握に
努め、時間誘導や声掛
けを行っています。

個々の排泄表を基に運
動や、体操、水分摂取
を心掛けています。。
時には医師の指示で下
剤を使用しています。

排泄チェック表で確認しながら、
個々の排泄パターンに応じた個別
の支援に取り組んでいる。トイレ
での排泄を大切にし、歩行力の弱
い方はつかまり立ちをできるよう
サポートしたり、オムツを使用し
ないように工夫している。下痢や
便秘など入居者によって状態が違
うため、様子をみながら声をか
け、誘導するよう取り組んでい
る。

居室は清潔保持に注意
しています。本人様が
休息したい時に何時で
も休めるようベッドメ
イキングしています。

47

原則、曜日対応にして
いますが、体調　ご本
人様の希望に柔軟に対
応しています。

入居者の体調に気をつけながら、
本人の希望に添うよう対応してい
る。だいたい1日置きに入浴して
いる人が多い。毎日入浴したい人
は毎日入っている。入浴に対して
恐怖や羞恥心のある方には、個々
に関わり方の工夫を行い、気持ち
を和らげてから入浴できるよう配
慮している。
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実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援している

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）は、利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居
場所づくり
　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な
環境づくり
　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

年間計画で遠出を計画
してみたり、外食、カ
ラオケ、趣味等を外出
レクリエーションとし
て取り入れてみること
も、楽しみの幅が広が
ることに繋がるのでは
と考えられる。

天候や個人の体調に合
わせて合同や個別で
の、散歩や買物、散
発、初詣など外出をし
ています。

天候や入居者の体調に合わせて散
歩に出かけ、外気に触れている。
周囲が緑の多い自然豊かな環境と
いうこともあり、気分転換やスト
レスの発散、五感刺激の機会を得
やすいのも利点である。買物など
は個別にも出かけている。

家事一般を含めできる
ことを手伝っていただ
き、生活に張り合いを
持てるように支援して
います。

5420

48

4918

51

19

何名かは近くのスー
パーやコンビニ、また
散髪では自己にて支
払って頂きますが、お
金の管理は施設で行っ
ています。

ご利用者様に年賀状な
ど出して頂けるように
支援しています。家族
様・知人からのお便り
は説明して渡し、時に
は一緒に読みます。ま
た、電話の希望時には
かけて頂いています。

ユニットをつなぐ共有
のスペースは行き来で
き、主に洗濯物を干す
場所になっているが、
スペースも広いことか
ら、余暇活動等にも活
用することができると
考えられる。

常に清潔保持に注意し
て時増す。玄関周りに
は季節の花を植え、壁
には季節に添った飾り
付けをして、季節感を
出す様にしています。

玄関周りには季節の花を植えてい
る。リビングでは、七夕の季節と
いうこともあり、入居者が短冊作
りをされていた。トイレはスペー
スが広く、車椅子でも動きやす
く、可動式手すりが設置されてい
る。テーブル毎に花が飾られてお
り、大きなホワイトボードには、
食事の献立が書かれている。

53

50

52

55

入居者が馴染みの家具、洋服、日
用品、思い出の多い鏡台、位牌、
仏壇等を持ってきてもらっている
等、居心地よく過ごせるように
個々の部屋をそれぞれで工夫して
いる。ベッドに慣れていない人は
畳を敷いたりしており、畳の段差
で本人がつまずかないように工夫
もされていた。居室内の温度管理
は、職員が確認して調整を行なっ
ている。

充分な空間とは言えな
いが、フロアーのコー
ナーにソファーを設置
して居場所を確保でき
るようにしています。

入居時にご家族様にお
願いし、ご本人様の馴
染みの家具・洋服・日
用品等を持ち込んでい
ただきます。好みの
品・写真立て、時には
ご主人の位牌もありま
す。居室も個々でアレ
ンジしていただきま
す。

トイレ・浴室・居室前
には、名前や飾りの掲
示をして解り易くして
います。
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Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

④ほとんどない

56
職員は利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

①ほぼ全ての利用者の

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

④ほとんど掴んでいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過
ごす場面がある

①毎日ある

②数日に1回程度ある

③たまにある

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮ら
している

59
利用者は、職員が支援することで生き
生きした表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出
かけている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面
で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応
じた柔軟な支援により、安心して暮ら
せている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

63
職員は、家族が困っていること、不安
なこと、求めていることをよく聴いて
おり、信頼関係ができている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

64
通いの場やグループホームに馴染みの
人や地域の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように

②数日に1回程度

③たまに

④ほとんどいない

10 株式会社 ケア・ウィル



○

○

○

○

65

運営推進会議を通して、地域住民や地
元の関係者とのつながりの拡がりや深
まりがあり、事業所の理解者や応援者
が増えている

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くない

66職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービスにお
おむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

68
職員からみて、利用者の家族等はサー
ビスにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が

②家族の３分の２くらいが

③家族の３分の１くらいが

④ほとんどできていない

11 株式会社 ケア・ウィル



（別紙１）

自己評価及び外部評価結果

作成日

【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号

法人名

事業所名

サービス種類

所在地

自己評価作成日

【事業所基本情報】

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所在地

訪問調査日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

平成22年7月16日

2791600147

たのしい家南千里(ユニット2）

認知症対応型共同生活介護

吹田市高野台1-6-2-101　千里高野台ハイツ1F

株式会社　ケア21

株式会社 ケア・ウィル

平成22年5月25日 評価結果市町村受理日

介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合 http://www.osaka-fine-kohyo-c.jp/kaigosip/Top.do

愛知県名古屋市中村区則武1-13-9　チサンマンション第三名古屋1109号

平成22年6月29日

家庭的な雰囲気の中で生活していただくことを目指しています。調理・洗濯・掃除などの家事をする家事リハ
ビリや、利用者様一人一人の状態に合わせた生活リハビリを通し、ご本人様がそれぞれ　生活の目的・目標
を持っていただけるようなグループホームにしています。

情報提供票を活用する場合

12 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密
に取り、事業所の実情やケアサービ
スの取組みを積極的に伝えながら協
力関係を築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域
密着型サービス指定基準及び指定地域
密着型介護予防サービス指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」
を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束しないケアに取り組ん
でいる

ご入居者様の個人を尊
重し自分らしい生活の
継続を、ご家族様、地
域と共に見守り　支援
し　いつも笑い声の絶
えないグル－プホーム
を目指しています。法
人、事業所理念を掲示
し常にスタッフが再確
認しながら従事してい
ます。

日常的に散歩などを湯
して地域の方との交流
を持っています。また
地域の行事に参加する
ように努めています。

2 2

身体拘束の研修を全て
の職員が研修し、理解
を深めています。その
上で、安全面を優先し
なければならない場合
など、事前に家族様に
了解を得て対応するこ
ともあります。また環
境面の事もあり施錠を
しています。

地域包括支援セン
ター、社会福祉協議
会、認定調査委員など
からの情報やアドバイ
スなどを頂き協力関係
を築くように努力して
いる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

外部評価自己評価

実施状況

1

研修を通して、学習し
た内容は地域の方に情
報として伝えている。
地域の方に運営推進会
議に参加していただき
認知症についての説明
を行っている。

運営推進会議を２ケ月
に1度開催し、そのとき
に利用者様の状態変化
などの説明をしてい
る。その中で助言など
を頂き、利用者様に
とってより良い生活が
送れるように生かして
いる。

Ⅰ．理念に基づく運営

3

4 3

1

5 4

6 5

13 株式会社 ケア・ウィル



実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

外部評価自己評価

実施状況

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑問
点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

家族様との連絡を密に
し、また運営推進会議
に出席していただき意
見、要望を出していた
だいています。

管理者は、月１回の施
設会議を開き職員と意
見・提案を反映してい
る。
常に意見・要望が言え
る環境にし反映させる
よう努めている。

契約時には、会社・事
業所の理念、運営方
針、金銭面などを充分
に説明し納得頂ける様
努めています。また、
誤った理解のないよう
必要に応じて何度でも
せつめいした上で、契
約を行っています。

9

虐待防止は、全ての職
員に対し研修し、一人
ひとり理解を深めてい
ます。また、　利用者
様一人ひとりの尊厳に
ついても努力する様努
めています。

現在、入居者様が成年
後見制度の活用をして
います。また、社会福
祉士の資格をもつ職員
も１名おり、他の職員
も理解を深める様にし
ております。

会社は努力した者には
報われる図式を整えて
いる。
変則勤務のため大変だ
が希望休・有給・季節
休等とりやすい環境に
努めている。

勤務調整を行い、社内
外の研修に参加しやす
い環境に努めている。
研修・受験の資格のあ
る職員には参加を促
し、スキルアップにつ
ながるよう配慮してい
る。

13

106

12

8

117

7
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実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

外部評価自己評価

実施状況

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業者と
交流する機会を作り、ネットワーク
づくりや勉強会、相互訪問等の活動
を通じて、サービスの質を向上させ
ていく取組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、
本人が困っていること、不安なこ
と、要望等に耳を傾けながら、本人
の安心を確保するための関係づくり
に努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、
家族等が困っていること、不安なこ
と、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階で、
本人と家族等が「その時」まず必要
としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係

 職員は、本人を介護される一方の立
場に置かず、暮らしを共にする者同
士の関係を築いている

○本人を共に支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方の立
場に置かず、本人と家族の絆を大切
にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

○馴染みの人や場の関係継続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れない
よう、支援に努めている

本人・家族様の不安・
要望を重視したアセス
メントを行い、職員間
情報を共有し支援して
いる。

ホームを見学して頂き
施設の雰囲気を感じて
いただき、面接・契約
時に現状・困っている
事・希望等をお聞きし
ます。

日頃から何時でも面会
に来て頂けるようお願
いしています。生活
暦・趣味を聞き、馴染
みの所へ出掛けます。

本人が孤独にならない
よう気を配ります。人
生の先輩として尊厳
死、その人らしさを失
わないように支援しま
す。

他施設の見学・情報交
換をし、施設作りに反
映させている。
地域の施設の交流会参
加予定。

入居時に、ご本人　ご
家族様　職員が協力
し、ご本人の生活を支
援して行きたいとお願
いしています。日頃か
ら現状をお話し、また
月に一度近況報告をし
ています

本人・家族様の不安・
要望・現況に沿った介
護ができるか判断しま
す。対応出来ない時は
他の施設を紹介しま
す。

8

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

19

20

15

14

16

17

18
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実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

外部評価自己評価

実施状況

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いやりや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方、生活環境、これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身
状態、有する力等の現状の把握に努
めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気
づきや工夫を個別記録に記入し、職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生ま
れるニーズに対応して、既存のサー
ビスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る

ご本人の生活暦や現状
を聞き、著しい環境の
変化がないように注意
します。

介護記録・職員間の申
し送りなどで、心身の
変化に注意していま
す。

何時でも必要時に、ご
本人の現状に応じ、職
員間の話し合い、家族
への説明、相談をし、
そのときのニーズに応
じた計画を立て直しま
す。

個別の介護記録や
チェック表を共通の情
報とし、重要なことは
口頭でも申し送りま
す。介護計画にも反映
します。

24

毎日の生活の中で利用
者様の様子、訴えを察
知します。職員で対応
を検討し、本人希望に
添った支援をします。

入居者同士が相互理解
できる様、孤立しない
様に職員が声掛け・雰
囲気作りに努めていま
す。

サービスが終了しても
交流はあります。依頼
があれば相談・支援を
したいと思います。

27

2610

28
利用者様の現状に応じ
たサービスを紹介して
います。

25

21

22

239
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実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

外部評価自己評価

実施状況

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大
切にし、納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援し
ている

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを、職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるよう支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療
できるように、また、できるだけ早
期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は、そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

入居時、ご本人・家族
様に提携医を説明し、
納得・了解して頂き月
２回の往診をお願いし
ています。他科の受診
が必要なときは紹介状
をお願いし、早急に適
切な診療を受けていま
す。

訪問看護師が週一回健
康管理をし、職員の中
に看護師を配置し常に
状況に応じ職員からの
相談や、提携医との連
絡を密にし病状の説明
をしています。

地域との交流を深め、
地域の方々から行事・
催し物を紹介して頂き
参加しています。

31

入院中のご本人様に面
会したり、家族様と医
師の説明を聞き、退院
後の生活がスムーズに
できるようにしていま
す。病状によっては訪
看の協力を得、早期退
院に努力します。

入居時に終末期の希望
を、ご家族様・提携
医・施設の三者会談で
話し合います。現状が
変化する都度、三者で
話し合います。ご家族
様の意向を大事にして
います。

入居者様の緊急や事故
発生時のマニュアルが
あり、職員は初期対応
の研修を受けていま
す。

32

29

3011

3312

34
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実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

外部評価自己評価

実施状況

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプライ
バシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

職員は利用者様が自分
の思いを話せる雰囲気
作りに努めています。
その思いを極力実行す
るよう努力します。

個々の生活リズムに
合った対応に心掛けて
います。個々に合った
催し物を探して参加し
ます。

入居者様の尊厳を尊重
し、プライドを傷つけ
るような対応をしない
ように心掛けていま
す。職員は個人情報関
連の研修を受講してい
ます。

消防署の協力を得て立
会いのもと年２回の消
防訓練を実施していま
す。緊急時のマニュア
ルを職員に周知してい
ます。

3513

37

38

3614

39

食事は職員の手作りで
す。一部食器は好みの
物を持参して頂きま
す。個々の力量に合っ
た家事をして頂いてい
ます。季節感のある献
立を用意します。

１ヶ月に一度の訪問理
美容を利用し、整容に
努めています。外出時
の化粧、ナイトケアを
される方もいます。

4015
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実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

外部評価自己評価

実施状況

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄パター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

原則、曜日対応にして
いますが、体調　ご本
人様の希望に柔軟に対
応しています。

居室は清潔保持に注意
しています。本人様が
休息したい時に何時で
も休めるようベッドメ
イキングしています。

47

入居者様一人ひとりの
排泄パターンの把握に
努め、時間誘導や声掛
けを行っています。

個々の排泄表を基に運
動や、体操、水分摂取
を心掛けています。。
時には医師の指示で下
剤を使用しています。

食事量のチェック、水
分量のチェックを行
い、それぞれの状態に
合わせた形態にし、
個々の好みに対応して
います。

各人の能力に合わせて
声掛け・介助を行い、
毎食後に口腔ケアをし
ています。また、状態
の悪い方は週１回の訪
問歯科医による診療を
受けています。

薬を変更がある時は連
絡ノート、口頭での申
し送りと間違いのない
ように注意していま
す。服薬時は必ず
チェックし、内服表に
サインをします。職員
は服用薬の効能を把握
しています。

41

42

4316

46

44

4517
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実施状況
次にステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

外部評価自己評価

実施状況

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援している

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）は、利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居
場所づくり
　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な
環境づくり
　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

充分な空間とは言えな
いが、フロアーのコー
ナーにソファーを設置
して居場所を確保でき
るようにしています。

入居時にご家族様にお
願いし、ご本人様の馴
染みの家具・洋服・日
用品等を持ち込んでい
ただきます。好みの
品・写真立て、時には
ご主人の位牌もありま
す。居室も個々でアレ
ンジしていただきま
す。

トイレ・浴室・居室前
には、名前や飾りの掲
示をして解り易くして
います。

55

53

50

52

常に清潔保持に注意し
て時増す。玄関周りに
は季節の花を植え、壁
には季節に添った飾り
付けをして、季節感を
出す様にしています。

何名かは近くのスー
パーやコンビニ、また
散髪では自己にて支
払って頂きますが、お
金の管理は施設で行っ
ています。

ご利用者様に年賀状な
ど出して頂けるように
支援しています。家族
様・知人からのお便り
は説明して渡し、時に
は一緒に読みます。ま
た、電話の希望時には
かけて頂いています。

5420

48

4918

51

19

天候や個人の体調に合
わせて合同や個別で
の、散歩や買物、散
発、初詣など外出をし
ています。

家事一般を含めできる
ことを手伝っていただ
き、生活に張り合いを
持てるように支援して
います。
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Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

○

○
64
通いの場やグループホームに馴染みの
人や地域の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように

②数日に1回程度

③たまに

④ほとんどいない

63
職員は、家族が困っていること、不安
なこと、求めていることをよく聴いて
おり、信頼関係ができている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応
じた柔軟な支援により、安心して暮ら
せている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面
で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出
かけている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き
生きした表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

④ほとんど掴んでいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過
ごす場面がある

①毎日ある

②数日に1回程度ある

③たまにある

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮ら
している

④ほとんどない

56
職員は利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

①ほぼ全ての利用者の

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの
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○

○

○

○

68
職員からみて、利用者の家族等はサー
ビスにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が

②家族の３分の２くらいが

③家族の３分の１くらいが

④ほとんどできていない

67
職員から見て、利用者はサービスにお
おむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

66職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

65

運営推進会議を通して、地域住民や地
元の関係者とのつながりの拡がりや深
まりがあり、事業所の理解者や応援者
が増えている

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くない
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